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研究の概要、新規性及び目標 

 

①研究の概要 

 液晶を用いた新規精密光学デバイスについて、事業化の可能性のあるアプリケイションを設定しその実現

のための課題の解決を図る。 

②研究の独自性・新規性 

 秋田大学佐藤進教授研究室の液晶レンズを元に新規な構成を考案し、また液晶レンズに最適な液晶材

料の探索を行うなど独自の改良に取り組んでいる。 

③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

 主に撮像系への応用を想定し、そのための主要な課題である光学収差性能と応答性の改良に取り組み、

求められる性能達成についての見通しを得る。 

 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

  フェーズⅠ － 

フェーズⅡ  

主要な課題として設定した応答性については、応答性向上に効果的な液晶層の薄膜化を可能にする

Δnの増大と液晶自体の粘度低下を図る材料検討を行っている。もうひとつの課題である光学性能につい

ても、構成の改良などを通じて見通しを得るべく検討している。 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

 

  特許件数：          論文数：         口頭発表件数：  

研究成果に関する評価 

 

１国内外における水準との対比 

光ピックアップの収差補正など波面の微小な補正を行う例はあるが、数十λの位相差を発生させるレンズ

効果を用いて撮像系などへの応用の実用的な検討をしている例は少ない。 

 

２実用化に向けた波及効果 

 本研究の液晶光学デバイスの設計技術は他の各種光学デバイスへの応用展開が期待できる。 

 

 

残された課題と対応方針について 

撮像系としての光学性能はまだ課題は多いものの一定の結果が得られた。 

応答性については、数十λの位相差を求めているため現状では液晶層の層厚が100μｍ以上必要で決

へのハードルはまだかなり高いと認識している。構造上の改良や、より少ない位相差で実用にでき

るようなアプリケイション側の検討とともに、根本的解決につながる液晶材料自体の応答性改良に

も引き続き取り組みたい。 

 

 

 

 

 



 

 

ＪＳＴ負担分（千円） 地域負担分（千円）  
H 

12 
H 

13 
H 

14 
H 

15 
H 

16

H 

17
小計
H 

12

H 

13

H 

14

H 

15

H 

16 
H 

17 
小計 
合 計

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

設備費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000 2,000 2,000

旅費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小  計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000 2,000 2,000

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備： 

  地域負担による設備： 

※複数の研究課題に共通した経費については按分する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




